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1. はじめに 
ユーザの行動に応じたサービス提供を目指したユビキタ

ス・システムがさかんに研究されている[2][3][4]．行動検

知を行うには行動パターンが必要となる．著者らが手がけ

ている TaggedWorld[1]ではユーザの触れた物のログより行

動パターンを作成するため，ユーザのまわりにある物体か

らなる環境によってパターンは異なる．研究[3]では，行動

パターン中の物の表現が実際の環境に存在する物の表現と

一致しない場合があり，どの環境でも行動検知できるとは

限らない．研究[4]では，行動パターンは，カメラを用いて

ユーザの位置を把握することで作成されるため環境に依存

するものとなる．このように，行動パターンを環境から独

立したものとすることは非常に困難であるが，環境に依存

しない可搬行動パターンが得られなければ，行動検知に基

づくユビキタス・システムが実用化されることはない． 
本論文では，環境に依存する行動パターンを他の環境で

利用する手法を提案する．物の役割に注目することにより，

環境に依存していたパターン中の物を異なる環境に適した

物に置き換えて解釈する．これにより，異なる環境でも行

動検知を可能とする． 

2. TaggedWorld 
2.1 TaggedWorld 概要 
   TaggedWorld プロジェクトは，外出，帰宅，就寝といっ

たユーザの行動を検知し，その行動に応じた適切なサービ

スを提供することを目指すプロジェクトである．たとえば，

ユーザの外出を検知すれば，自動的に戸締りの確認を行う

サービスを提供することができる．TaggedWorld では，ユ

ーザの行動を検知するために，ユーザが触れる物に関する

行動パターンを生成する．ユーザが触れる対象物をオブジ

ェクトと呼ぶ．オブジェクトには ID を記録した RFID タ

グが貼られているので，ID からオブジェクトの種類を一

意に識別できる．これに対して，ユーザは RFID リーダを

携帯する．ユーザが触れたオブジェクトは，RFID リーダ

でタグ ID が読み込まれることにより認識され，行動ログ

として保存される．行動パターンの生成は行動ログを利用

し，検知すべき行動ごとに行う．行動パターンは，ユーザ

が触れたオブジェクトの組み合わせとその順序関係で表現

される． 
2.2 環境ごとに異なる行動パターン 
   現在の TaggedWorld ではサービスを提供する環境とし

て自宅を想定しているが，自宅だけでなくホテルなどの異

なる環境でも同様にサービスを提供できることが望ましい．

行動パターンの構成要素は環境に存在するオブジェクトで

あるため，同じ行動を示す行動パターンであっても，その

構成要素は環境により異なる． 
たとえば，ひげをそるという行動を考える．自宅では電

動ひげそりが存在するが，ホテルではかみそりしか存在し

ないとする．同じひげをそるという行動でも，自宅では電

動ひげそりによって，ホテルではかみそりによってパター

ンが構成される．ホテルにおいて，自宅に存在しない電動

ひげそりで行動パターンが構成されているとき，ひげをそ

るという行動を検知することはできない． 
ある環境における行動パターンは異なる環境においてそ

のまま用いることはできず，行動パターンは環境ごとに生

成する必要がある．異なる環境における行動パターンを新

たに生成するには一定期間が必要である．そのため，ユー

ザが異なる環境に移動したときに，移動した直後からサー

ビスを提供することができない．そこで本論文では，異な

る環境下でも新たに行動パターンを生成することなく，あ

る環境で生成した行動パターンを他の環境でも利用するた

めの手法を提案する． 

3 異なる環境で利用できる行動パターン 
3.1 ロール 
 異なる環境で利用できる行動パターンを作成するために，

本論文では各オブジェクトがもつ役割に注目する．ユーザ

は目的をもってそれぞれのオブジェクトに触れる．そのた

め，各オブジェクトは何をするためのものかという役割を

もっていると考えられる．本論文では，各オブジェクトが

もつ役割を表した情報をロールと定義する．オブジェクト

はロールによりグループ化することができる．ロールによ

りグループ化した集合をロール実体と呼ぶ．たとえば，電

動ひげそり，かみそりとひげそりクリームというオブジェ

クトがあるとする．図 1 に示すように，これらは共にひげ

をそるというロールをもち，ひげそり道具というロール実

体でひとつにされる． 

図 1 ロール実体 
3.2 可搬行動パターンとロール 

環境ごとに存在するオブジェクトが異なるため，行動パ

ターンも作成する環境に影響され異なるものとなる．外出

するためにひげをそる行動パターンを例に考える．自宅で

は電動ひげそりしか存在せず，ホテルではかみそりとひげ

そりクリームしか存在しないとする．この場合，外出とい

う行動パターンを構成するオブジェクトとして，自宅では † 立命館大学理工学部情報学科 
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図 2 ロール実体による可搬化 
 

電動ひげそりが含まれ，ホテルではかみそりとひげそりク

リームが含まれる．ホテルでは電動ひげそりが存在しない

ため，自宅で生成した行動パターンを用いて外出の行動を

検知することはできない． 
そこで提案手法では，図 2 のように，電動ひげそり，か

みそり，ひげそりクリームをロール実体に置き換えてひげ

そり道具として解釈する．これにより，ホテルではかみそ

りやひげそりクリームに触れることで，ひげそり道具に触

れたと解釈し，外出の行動を検知する．本手法はある環境

の行動パターン中のオブジェクトをロール実体に読みかえ

ることで，異なる環境においても，元の行動パターンを利

用して行動を検知することができる．行動パターン中のオ

ブジェクトをロール実体で表したパターンを可搬行動パタ

ーンと呼ぶ． 
3.3 可搬にするための２つの手法 
   既存の行動パターンは，ユーザが触れたオブジェクトの

組み合わせとオブジェクトに触れる順序関係で表現されて

いる．ここで，既存の行動パターンを可搬行動パターンに

するふたつの手法を述べる． 
手法 1 は，すべてのオブジェクトがロール実体に置き換

えて解釈される．元の環境に存在するオブジェクトが他方

の環境に存在するしないにかかわらず，すべてのオブジェ

クトはロール実体単位で識別される． 
手法 2 は，行動パターンに含まれる一部のオブジェクト

のみが必要に応じてロール実体に置き換えられる．元の環

境に存在するオブジェクトが他方の環境に存在しない場合

に，そのオブジェクトのみロール実体に置き換え解釈され

る．その他のオブジェクトはロール実体に置き換えること

なくオブジェクト単位で識別される． 

4. 手法比較 
4.1 他の行動を検知する可能性 
行動パターンは，外出，帰宅など，検知する行動ごとに

生成される．提案手法によりオブジェクトをロール実体に

置き換えて解釈すると，複数の行動パターン中のオブジェ

クトが同じロール実体に置き換えられ，行動検知の精度が

下がる可能性がある． 
外出と帰宅の行動パターンを例に挙げて考えてみる．あ

るユーザは外出するさいには洗面所で歯を磨くという行動

をとり，帰宅したさいにはキッチンのグラスで水を飲むが，

そのさいには歯を磨かないとする．このとき，外出の行動

パターンには洗面所のコップが含まれる．帰宅の行動パタ

ーンにはキッチンのグラスが含まれる．これらの行動パタ

ーンを別環境で利用するために可搬行動パターンに変換す

ると，洗面所のコップもキッチンのグラスも飲用器という

同じロール実体に置き換えて解釈され，外出と帰宅の両方

に飲用器が含まれる． 
これらの行動パターンを生成した元の環境においては，

外出のさいに，ユーザがコップに触れるとしても，外出の

行動が誤って帰宅の行動と判断されることはない．しかし，

可搬行動パターンを用いて行動検知を行う場合，ユーザの

行動は誤って認識されてしまう可能性がある．外出のさい

に，ユーザがコップに触れると，飲用器として解釈される．

飲用器は外出，帰宅の両方のパターンに含まれるため，外

出の行動が誤って帰宅の行動として検知されてしまう危険

性がある． 
4.2 行動検知の精度 

図 3 に，行動検知の精度に関して手法 1 と手法 2 を比較

した図を示す．手法 1 では，すべてのオブジェクトをロー

ル実体として扱うので，手法 2 に比べて本来検知すべき外

出以外の行動までも検知してしまう可能性が高い．手法 2
は，異なる環境で存在しないオブジェクトのみをロール実

体として置き換えるので，手法 1 と比べて本来検知すべき

ではない行動を検知してしまうことは少ない． 

      図 3 行動検知の精度比較 

5 おわりに 
 本論文では，物がもつ役割に注目し行動パターン中のオ

ブジェクトを置き換える手法を提案した．オブジェクトを

置き換えることで，ある環境での行動パターンを他の環境

下でも利用できるようにした．今後は，実際のデータを用

いての定量的な手法の比較を行う． 
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